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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第５期
第１四半期
連結累計期間

第６期
第１四半期
連結累計期間

第５期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 31,024 20,898 126,362

経常利益又は経常損失(△) (百万円) 2,076 △1,275 6,635

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) 1,583 △1,131 4,572

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 704 △1,565 2,242

純資産額 (百万円) 39,821 39,396 41,167

総資産額 (百万円) 97,196 90,742 94,350

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) 61.64 △44.05 177.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 54.60 ― ―

自己資本比率 (％) 35.3 37.9 37.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 5,232 △2,106 17,059

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,243 △2,103 △8,019

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,703 1,361 △6,148

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 6,650 6,457 9,042

(注) 1.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

2.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

3.　四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

4.　第５期及び第６期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり(当期)純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

5.　第５期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、事業の内容について重要な変更はありません。

　また、以下のとおり主要な関係会社の異動がありました。　

セグメントの名称 新たに連結の範囲に含めた子会社の名称

その他 エイチワン・パーツ・シラチャ・カンパニー・リミテッド　(注)

 (注) 特定子会社であります。

　

この結果、平成23年６月30日現在では、当社グループは、当社、連結子会社10社、持分法適用関連会社１

社及び持分法非適用関連会社２社により構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、日本においては平成23年

３月11日に発生した東日本大震災によるインフラ被害やサプライチェーンの寸断によって企業の生産

活動が大きく落ち込み、供給制約と自粛心理などから個人消費も低迷しました。しかし、産業界が被災

企業の復旧に注力したことから、企業活動は比較的早期に立ち直り、一般消費者の心理変化、復興消費

などと相まって景気は徐々に回復に向かいました。海外においては、米国や欧州では、財政問題が景気

の足かせとなっており、アジアでは、堅調な景気拡大が続いていますが、一部に金融引き締めの動きが

見られ始めました。

自動車業界においては、前述の震災の影響により生産が大きく落ち込み、海外生産にもその余波が及

ぶこととなりました。

このような厳しい環境下、当社グループでは、この４月より第３次中期事業計画(平成23年４月～平

成26年３月)をスタートし、その諸施策を粛々と実行しております。

当第１四半期連結累計期間の当社グループの経営成績は、東日本大震災によるサプライチェーン寸

断の影響が日本のみならず海外にも波及したことから、当社グループの生産は一部地域を除いて前年

同四半期に比べ大きく減少し、売上高208億98百万円(前年同四半期比32.6％減)、営業損失13億23百万

円(前年同四半期は営業利益19億48百万円)、経常損失12億75百万円(前年同四半期は経常利益20億76百

万円)、四半期純損失11億31百万円(前年同四半期は四半期純利益15億83百万円)となりました。

セグメントの業績につきましては次のとおりであります。

　 　 ①日本

東日本大震災によるサプライチェーン寸断の影響により、主力得意先の自動車生産が前年同四半期

に比べ大きく落ち込んだことから、売上高74億32百万円(前年同四半期比48.0％減)、経常損失10億80百

万円(前年同四半期は経常利益７億16百万円)となりました。
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　　　②北米

東日本大震災によるサプライチェーン寸断の影響が北米にも波及し、主力得意先の自動車生産が前

年同四半期に比べ大きく落ち込んだことから、売上高57億27百万円(前年同四半期比46.6％減)、経常損

失11億56百万円(前年同四半期は経常利益２億65百万円)となりました。

　

　 　 ③中国

需要の増加に伴い生産が堅調に推移したことから、売上高は66億32百万円(前年同四半期比8.5％増)

となりましたが、材料価格や人件費上昇の影響等により経常利益８億32百万円(前年同四半期比12.0％

減)となりました。なお、当第１四半期連結累計期間における中国の業績は、平成23年１月１日から平成

23年３月31日のものであります。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における連結財政状態は、前連結会計年度末に比べ現金及び預金、受取

手形及び売掛金が減少したことにより流動資産合計が減少しました。固定資産においては、有形固定資

産を新規取得した一方で減価償却が進み、またエイチワン・パーツ・シラチャ・カンパニー・リミ

テッドが当第１四半期連結累計期間に新たに連結の範囲となり同社に対する投資有価証券が相殺消去

されたことから、固定資産合計は前連結会計年度末に比べて減少しました。これらの結果、資産合計は

907億42百万円（前連結会計年度末比36億８百万円減）となりました。

負債合計は、前連結会計年度末比べ、短期借入金が増加しましたが、長期借入金、社債、支払手形及び

買掛金が減少したことにより513億45百万円(前連結会計年度比18億37百万円減)となりました。

純資産合計は、四半期純損失の計上や配当金の支払により393億96百万円(前連結会計年度比17億71

百万円減)となりました。自己資本比率は37.9％(前連結会計年度末比0.0ポイントのプラス)となりま

した。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、減価償却費や

売上債権の減少、短期借入金の増加等による資金の増加がありましたが、たな卸資産の増加、仕入債務

の減少、有形固定資産の取得による支出、長期借入金の返済による支出等による資金の減少によって64

億57百万円(前年同四半期比１億92百万円減)となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果支出した資金は、税金等調整前四半期純損失やたな卸資産の増加、仕入債務の減少等

により21億６百万円(前年同四半期は52億32百万円の収入)となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果支出した資金は、有形固定資産の取得による支出等により、前年同四半期と比べ８億

60百万円増加の21億３百万円となりました。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は、長期借入金や社債の返済による支出がありましたが、短期借入金の

増加や長期借入れにより13億61百万円(前年同四半期は37億３百万円の支出)となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億77百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。

　

(6) 生産、受注及び販売実績

当第１四半期連結累計期間において、日本及び北米の生産、受注及び販売実績が著しく変動しており

ます。

その内容などについては「(1)業績の状況」をご覧下さい。

　
(7) 主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等につい

て、当第１四半期連結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

①提出会社

事業所名 所在地
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手
年月

完了
年月

完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

亀山製作所
三重県

亀山市
日本 生産関連設備 1,474 421

自己資金及び

借入金

平成23年

１月

平成25年

２月
(注)２

前橋製作所
群馬県

前橋市
日本 生産関連設備 2,360 426

自己資金及び

借入金

平成22年

５月

平成25年

１月
(注)２

郡山製作所
福島県

郡山市
日本 生産関連設備 3,263 1,034

自己資金及び

借入金

平成22年

９月

平成25年

３月
(注)２

本社
埼玉県

さいたま市
日本 土地 2,456 245

自己資金及び

借入金

平成23年

９月

平成23年

９月
(注)３

(注) １．金額には消費税等は含まれておりません。

２．新規受注対応、能力拡大及び合理化等のための設備投資計画であるため、完成後の能力増加が若干見込まれま

す。

３．固定資産の取得に係る売買契約によるもので、当初設定されていた使用貸借期間が満了することに伴う土地

購入であります。
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②在外子会社

会社名 所在地
セグメントの
名称

設備の内容
投資予定額

資金調達
方法

着手
年月

完了
年月

完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

ケー・ティ・
エイチ・パー
ツインダスト
リーズ・イン
コ ー ポ レ ー
テッド

アメリカ

オハイオ州
北米 生産関連設備 2,170 224

自己資金及び

借入金

平成22年

４月

平成25年

３月
(注)２

カライダ・マ
ニ ュ フ ァ ク
チャリング・
イ ン コ ー ポ
レーテッド

アメリカ

オハイオ州
北米 生産関連設備 1,246 170

自己資金及び

借入金

平成23年

３月

平成25年

３月
(注)２

ケー・ティ・
エイチ・リー
ズバーグ・プ
ロダクツ・リ
ミテッド・ラ
イアビリティ
・カンパニー

アメリカ

アラバマ州
北米 生産関連設備 1,026 9

自己資金及び

借入金

平成23年

４月

平成25年

３月
(注)２

ケー・ティ・
エイチ・シェ
ルバーン・マ
ニ ュ フ ァ ク
チャリング・
イ ン コ ー ポ
レーテッド

カナダ

オンタリオ

州

北米 生産関連設備 603 222
自己資金及び

借入金

平成23年

３月

平成24年

４月
(注)２

広州愛機汽車
配件有限公司

中国

広東省
中国 生産関連設備 1,459 167

自己資金及び

借入金

平成23年

２月

平成24年

10月
(注)２

清遠愛機汽車
配件有限公司

中国

広東省
中国 生産関連設備 1,308 103

自己資金及び

借入金

平成22年

５月

平成24年

11月
(注)２

武漢愛機汽車
配件有限公司

中国

湖北省
中国 生産関連設備 3,161 547

自己資金及び

借入金

平成22年

３月

平成25年

６月
(注)２

エイチワン・
パーツ(タイラ
ンド)カンパ
ニ ー ・ リ ミ
テッド

タイ

アユタヤ県
その他 生産関連設備 5,001 1,042

自己資金及び

借入金

平成22年

８月

平成24年

６月
(注)２

エイチワン・
パーツ・シラ
チャ・カンパ
ニ ー ・ リ ミ
テッド

タイ

チョンブリ

県

その他 生産関連設備 1,203 425
自己資金及び

借入金

平成22年

９月

平成23年

12月
(注)３

エイチワン・
インディア・
プライベート
・リミテッド

インド

ウッタルプ

ラ デ ィ ッ

シュ州

その他 生産関連設備 338 48
自己資金及び

借入金

平成22年

３月

平成24年

10月
(注)２

　 (注) １．金額には消費税等は含まれておりません。

２．新規受注対応、能力拡大及び合理化等のための設備の投資計画であるため、完成後の能力増加が若干見込まれ

ます。

３．新規受注に対応した工場の新設であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 63,000,000

計 63,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,750,830 25,750,830
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であり
ます。

計 25,750,830 25,750,830― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年６月30日 ― 25,750,830 ― 3,240 ― 12,237

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式58,400

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,673,600
256,736 ―

単元未満株式
普通株式 

18,830
― ―

発行済株式総数 25,750,830― ―

総株主の議決権 ― 256,736 ―

(注) 1.「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数12個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社エイチワン
埼玉県さいたま市大宮区
桜木町一丁目11番地５

58,400 ― 58,400 0.23

計 ― 58,400 ― 58,400 0.23

　

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,242 6,658

受取手形及び売掛金 15,885 13,605

たな卸資産 9,103 10,731

繰延税金資産 741 735

その他 1,927 2,244

貸倒引当金 △8 △8

流動資産合計 36,891 33,966

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,955 14,661

機械装置及び運搬具（純額） 20,769 20,488

工具、器具及び備品（純額） 7,798 6,302

土地 4,645 4,883

建設仮勘定 3,049 5,071

有形固定資産合計 51,218 51,408

無形固定資産

ソフトウエア 90 79

その他 9 9

無形固定資産合計 99 88

投資その他の資産

投資有価証券 5,299 4,424

長期貸付金 98 87

繰延税金資産 332 342

その他 500 511

貸倒引当金 △89 △87

投資その他の資産合計 6,141 5,278

固定資産合計 57,459 56,775

資産合計 94,350 90,742
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,861 11,681

短期借入金 6,555 9,012

1年内償還予定の社債 300 300

1年内返済予定の長期借入金 6,139 7,804

未払金 2,219 2,949

未払法人税等 783 570

賞与引当金 996 506

災害損失引当金 166 166

設備関係支払手形 553 469

その他 2,204 2,326

流動負債合計 34,781 35,787

固定負債

社債 700 550

長期借入金 11,898 9,243

繰延税金負債 1,500 1,459

退職給付引当金 3,177 3,209

役員退職慰労引当金 308 278

債務保証損失引当金 334 324

その他 482 493

固定負債合計 18,401 15,558

負債合計 53,183 51,345

純資産の部

株主資本

資本金 3,240 3,240

資本剰余金 12,237 12,237

利益剰余金 25,493 24,160

自己株式 △36 △36

株主資本合計 40,934 39,601

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 534 496

為替換算調整勘定 △5,752 △5,682

その他の包括利益累計額合計 △5,218 △5,185

少数株主持分 5,451 4,980

純資産合計 41,167 39,396

負債純資産合計 94,350 90,742
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 31,024 20,898

売上原価 26,723 20,042

売上総利益 4,300 855

販売費及び一般管理費 2,352 2,179

営業利益又は営業損失（△） 1,948 △1,323

営業外収益

受取利息及び配当金 22 20

負ののれん償却額 249 －

為替差益 － 38

助成金収入 － 111

その他 65 36

営業外収益合計 337 206

営業外費用

支払利息 160 144

為替差損 27 －

その他 21 14

営業外費用合計 209 158

経常利益又は経常損失（△） 2,076 △1,275

特別利益

固定資産売却益 19 1

特別利益合計 19 1

特別損失

固定資産廃棄損 48 29

固定資産売却損 0 6

減損損失 － 14

投資有価証券評価損 44 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2 －

その他 － 0

特別損失合計 96 51

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,999 △1,325

法人税等 309 129

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,690 △1,455

少数株主利益又は少数株主損失（△） 106 △323

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,583 △1,131
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,690 △1,455

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △472 △37

為替換算調整勘定 △513 △72

その他の包括利益合計 △986 △109

四半期包括利益 704 △1,565

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 888 △1,099

少数株主に係る四半期包括利益 △184 △465
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

1,999 △1,325

減価償却費 3,201 2,689

負ののれん償却額 △249 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △476 △490

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △142 △30

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25 44

受取利息及び受取配当金 △22 △20

支払利息 160 144

固定資産売却損益（△は益） △19 4

固定資産廃棄損 48 29

減損損失 － 14

投資有価証券評価損益（△は益） 44 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 0

売上債権の増減額（△は増加） 1,722 2,396

たな卸資産の増減額（△は増加） △117 △1,728

仕入債務の増減額（△は減少） △1,421 △3,725

その他 921 241

小計 5,676 △1,754

利息及び配当金の受取額 22 20

利息の支払額 △168 △133

法人税等の支払額 △297 △238

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,232 △2,106

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,272 △2,121

有形固定資産の売却による収入 42 12

無形固定資産の取得による支出 △5 △1

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

その他 △3 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,243 △2,103

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,975 2,505

長期借入れによる収入 － 824

長期借入金の返済による支出 △1,398 △1,620

社債の償還による支出 △200 △150

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △128 △192

少数株主への配当金の支払額 － △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,703 1,361

現金及び現金同等物に係る換算差額 △41 △31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 244 △2,880

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 295

現金及び現金同等物の期首残高 6,405 9,042

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,650

※
 6,457
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結累計期間において、エイチワン・パーツ・シラチャ・カンパニー・リミテッドは、重要性が

増したことにより連結の範囲に含めております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に該当見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　ただし、税引前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

　偶発債務

　　以下の関係会社の金融機関からの借入に対し債務保証

を行っております。

ヒラタ ヤチヨ リーシング
リミテッド

569百万円

　偶発債務

　　以下の関係会社の金融機関からの借入に対し債務保証

を行っております。

ヒラタ ヤチヨ リーシング
リミテッド

512百万円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 6,950百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△300　

現金及び現金同等物 6,650　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 6,658百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△200　

現金及び現金同等物 6,457　
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 128 5.0平成22年３月31日 平成22年６月25日

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 192 7.5平成23年３月31日 平成23年６月24日

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

(単位：百万円)

　 報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)3　 日本 北米 中国 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 11,66810,7296,11328,5112,51231,024 ― 31,024

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,611 ― ― 2,611 0 2,612△2,612 ―

計 14,28010,7296,11331,1232,51333,636△2,61231,024

セグメント利益(経常利益) 716 265 946 1,927 131 2,059 16 2,076

 (注)1　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、タイ及びインド等における事業活動

であります。

2　 セグメント利益の調整額16百万円は、セグメント間取引消去△173百万円、負ののれん償却額190百万円であり

ます。

3　 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

(単位：百万円)

　 報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)3　 日本 北米 中国 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,8795,7276,63218,2382,65920,898 ― 20,898

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,552 0 ― 1,552 30 1,583△1,583 ―

計 7,4325,7276,63219,7912,68922,481△1,58320,898

セグメント利益
又は損失(△)
(経常利益又は損失(△))

△1,080△1,156 832△1,405 162△1,242 △33 △1,275

 (注)1　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、タイ及びインド等における事業活動

であります。

2　 セグメント利益又は損失(△)の調整額△33百万円は、セグメント間取引消去であります。

3　 セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常損失(△)と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

61円64銭 △44円05銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(百万円)

1,583 △1,131

    普通株主に帰属しない金額　　　　　　(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)　　　　　　(百万円)

1,583 △1,131

    普通株式の期中平均株式数　　　　　　(株) 25,692,688 25,692,374

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 54円60銭 ―

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額　　　　　　　　　(百万円) ― ―

    普通株式増加数　　　　　　　　　　　(株) 3,311,884 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　
　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社エイチワン(E02222)

四半期報告書

20/22



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

　株式会社エイチワン

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　矢　　定　　俊　　博　　㊞
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　太　　田　　荘　　一　　㊞
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　耕　　田　　一　　英　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社エイチワンの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エイチワン及び連結子会社の平成23
年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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